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●プログラムや CLIST、JCL の編集 

●CLIST の実行 

●JCL のサブミット（バッチジョブの実行） 

●バッチジョブの実行結果の表示 

●プログラムの実行 
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ソースプログラムの編集（ISPF2） 

データセットの準備ができたら、実際に動かすプログラムをコーディングします。ここでは ISPF の

編集機能によって、ソースプログラム・メンバーを編集します。 

POM パネルからオプション 2 を選択します。 

エディターが起動すると、編集入力パネルが表示されます。このパネルでエディットするデータセッ

ト名、メンバー名を指定して、ENTER キーを押します。 

    メニュー    参照リスト    参照モード    ユーティリティー    ヘルプ   
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集入力パネル 
  コマンド  ===>                                                                       
 
 ISPFライブラリー：  
  プロジェクト ・・ ▇     
  グループ ・・・・      
  タイプ ・・・・・     ・・・    ・・・    ・・・     
  メンバー ・・・・       （ブランクまたはパターンでメンバー選択リスト） 
 
 その他の区分、順次またはVSAMデータセット： 
  データセット名 ・・・                             
  ボリューム通し番号 ・     （カタログされていない場合） 
 
 ワークステーション・ファイル： 
  ファイル名 ・・・・・                             
 
 初期マクロ ・・・・       / 取消、移動、置換の確認 
 プロファイル名 ・・         混合モード 
 フォーマット名 ・・         ワークステーション上で編集 
 DATASETパスワード          元のVBレコード長を保管 

ではデータセット名に、'userid.CNTL(CUSTOMER)’と入力します。クォーテーション記号で囲ま

ずに、CNTL(CUSTOMER) としても同じですが、ここではクォーテーション記号で囲み DSN を完全修

飾名で指定してみましょう。 

 
 その他の区分、順次またはVSAMデータセット： 
  データセット名 ・・・'TRU1.CNTL(CUSTOMER)'▇                  
  ボリューム通し番号 ・     （カタログされていない場合） 
 
 ワークステーション・ファイル： 
  ファイル名 ・・・・・                             
 
 初期マクロ ・・・・       / 取消、移動、置換の確認 
 プロファイル名 ・・         混合モード 
 フォーマット名 ・・         ワークステーション上で編集 
 DATASETパスワード          元のVBレコード長を保管 

メンバーが 1 つでも存在する区分データセットであれば、データセット名のみを指定すれば、メン

バーリスト・パネルが表示されます。しかし作成したばかりで、1 つもメンバーが存在しない区分デ

ータセットの場合、データセット名に続けてメンバー名を（）でくくって指定します。 
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 リファレンス 

◆ 編集領域のスクロール 
EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.00      カラム 00001 00072 
 コマンド ===> ▇         スクロール ===> CSR  
****** **************************** データの始め ****************************** 

ISPF エディターの編集領域をスクロールする際の、スクロール量はコマンドや設定で変更

できますが、まずはわかりやすく、使いやすい、CSR に設定して操作に慣れるとよいでしょう。

CSR モードではカーソルを置いた行を起点にしてパネル内の編集領域をスクロールすること

ができます。 

 PF8  （DOWN） 

PF8 キー（DOWN コマンド）を押下することによって、FORWARD スクロールを行う。カーソ

ルがコマンド行にあれば、パネルに表示できる行数分、下方向にスクロールし、カーソルがデ

ータ行にあれば、その行が編集領域の先頭になる形で、下方向にスクロールする。 

EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.00      カラム 00001 00072 
 コマンド ===>          スクロール ===> CSR  
****** **************************** データの始め ****************************** 
000100        ***************************************************************** 
000200        *  COBOL EXAMPLE PROGRAM(SEARCH VSAM KSDS DATASET) 
000300        ***************************************************************** 
000400         IDENTIFICATION DIVISION. 
000500         PROGRAM-ID.    CUSTOMER. 
000600         ENVIRONMENT DIVISION. 
000700         CONFIGURATION SECTION. 
000800         INPUT-OUTPUT SECTION. 
000900         FI▇E-CONTROL.  
001000             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001100                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
001200                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 

 

EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.00      カラム 00001 00072 
 コマンド ===> ▇         スクロール ===> CSR  
000900         FILE-CONTROL. 
001000             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001100                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
001200                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 
001300        * 
001400         DATA DIVISION. 
001500         FILE SECTION. 
001600         FD  MSTRFILE 
001700             RECORD 80. 
001800         01  MSTRDATA. 
001900             03 PHONE                     PIC X(10). 
002000             03 NAME                      PIC X(20). 
002100             03 ADDR                      PIC X(50). 
002200         WORKING-STORAGE SECTION. 
002300         01  FS-CODE                      PIC XX. 
002400        * 
002500         PROCEDURE DIVISION. 
002600             OPEN INPUT MSTRFILE. 
002700             DISPLAY "INPUT CUSTOMER PHONE NUMBER." UPON SYSOUT. 

スクロール量を CSR（CURSOR）にしておく 

カーソルを置いて PF8 キー 

パネルの先頭に移るようにスクロールする 
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 D [nn]  

Delete、コマンドを置いた行を削除する。nn は削除する行数。D2 とすれば、コマンドを置

いた行と、その次の行、の計 2 行を削除する。D99999 は残りの行をすべて削除する、と言う

意味で使われる。 

 DD  

Delete Block、コマンドで囲まれた複数行を削除する。削除する範囲が多い時や、何ペー

ジも先の行まで削除する時は、削除する行数を数値で指定するより、2 つの DD コマンドで削

除する範囲を囲む方が操作しやすい。 

このように処理の対象範囲を 2 つの行コマンドで囲むことで指定するものが、ブロック形式

の行コマンドである。ブロック行コマンドは同時に 2 つ指定する必要はなく、最初に処理を開

始する行にコマンドを置き、編集領域をスクロールさせ（前方でも後方でもよい）、処理を終了

する行に 2 つ目のブロックコマンドを置いて ENTER キーで確定させればよい。 

ブロック行コマンドを 1 つしか入れていない状態では、コマンド処理は保留中となる。保留

中のコマンドは RESET コマンドでキャンセルすることもできる。 

 R [nn]  

Repeat、コマンドを置いた行を複製する。nn は複製する行数。R3 とすれば、コマンドを置

いた行が 3 行分複製され、計 4 行が同じ内容になる。 

 RR  

Repeat Block、コマンドで囲まれた複数行を複製する。 

000900         FILE-CONTROL. 
RR1000             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001100                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
RR▇200                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 
001300        * 

 

EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.00      カラム 00001 00072 
 コマンド ===>          スクロール ===> CSR  
000900         FILE-CONTROL. 
001000             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001100                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
001200                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 
▇01210             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001220                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
001230                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 
001300        * 
001400         DATA DIVISION. 
001500         FILE SECTION. 
001600         FD  MSTRFILE 
001700             RECORD 80. 
001800         01  MSTRDATA. 
001900             03 PHONE                     PIC X(10). 
002000             03 NAME                      PIC X(20). 

 

リピートされた 3 行 
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先ほどの続きで、画面には、DSLIST のメンバーリスト・パネルが表示されています。PF2 キー

を押下します。画面が上下に 2 分割され、新たな POM パネルが表示されます。これが ISPF の

特長である分割画面モードです。今、画面は 2 分割されて、前面に POM パネル、背面にメンバ

ーリスト・パネルが表示されています。 

    メニュー    機能    確認    ユーティリティー    ヘルプ   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 編集    TRU1.CNTL      行 00001 / 00002 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
    メニュー    ユーティリティー    コンパイラー    オプション    状況    ヘルプ   
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
     ISPF基本オプション・メニュー 
  オプション ===> ▇                                                                     
 
 0 設定    端末とユーザーパラメーター USER ID . : TRU1 
 1 ビュー    ソースデータまたはリスト表示 時刻  . . : 15:48 
 2 編集    ソースデータの作成と変更 端末  . . : 3278KN 
 3 ユーティリティー   ユーティリティー機能の実行 画面  . . : 1 
 4 前景    対話式言語処理   言語  . . : JAPANESE 
 5 バッチ    言語処理ジョブのサブミット APPL ID . : ISR 
 6 コマンド   TSOコマンドの入力  TSO LOGON : USRACCNT 
 7 ダイアログ・テスト  ダイアログ・テストの実行  TSO PREFX : TRU1 
 9 IBM 製品   IBMプログラム開発製品  SYSTEM ID : ISD1 
 10 SCLM    SW構成ライブラリー管理  MVS ACCT. : TRAINEE 
 11 ワークプレース   ISPFオプジェクト・ワークプレース ISPF REL. : ISPF 5.5 
 S SDSF    SDSF 
 

POM パネルからオプション 6（コマンド）を選択します。 

コマンド・シェル・パネルが前面に表示されます。パネル上部の入力フィールドが、コマンド行

です。ここに TSO コマンドを入力します。パネルの下部はコマンド・ヒストリーです。これまでに使

用したコマンドが記録されており、カーソルを移動して ENTER キーを押すことで、以前に使用し

たコマンド文字列を、コマンド行に再表示させることができます（いきなり実行されるように設定

することもできます）。 

    メニュー    リスト    モード    機能    ユーティリティー    ヘルプ   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ISPFコマンド・シェル 
 TSOまたはワークステーション・コマンドを入力して下さい 
===> ▇          
           
 

では実際に CLIST を実行してコンパイルを行います。エディットやパネル操作だけでは退屈だ

ったかも知れませんが、ここからはコンピューターを動かす実感が感じられるはずです。 

CLIST の実行には、TSO の EXEC コマンドを使います。 

ISPFコマンド・シェル 
 TSOまたはワークステーション・コマンドを入力して下さい 
===> EX 'TRU1.CNTL(COMPILE)'▇        
 

EXEC  ‘データセット名（メンバー名）’  ［パラメーター  キーワード（パラメーター）］ 
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   ファイル    編集    編集設定    メニュー    ユーティリティー    ヘルプ     
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.08      カラム 00001 00072 
コマンド ===>          スクロール ===> CSR  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
    メニュー    ユーティリティー    コンパイラー    ヘルプ   
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 ブラウズ   SYS09289.T162533.RA000.TRU1.R0000050        Line 00000000 Col 001 080 
  コマンド ===> ▇                                                     Scroll ===> CSR  
*********************************** データの始め ******************************* 

 

   ファイル    編集    編集設定    メニュー    ユーティリティー    ヘルプ     
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.08      カラム 00001 00072 
 コマンド ===> ▇         スクロール ===> CSR  
****** **************************** データの始め ****************************** 
'''''' ----+----1----+----2----+----3----+----4----+----5----+----6----+----7-- 
000100        ***************************************************************** 
000200        *  COBOL EXAMPLE PROGRAM(SEARCH VSAM KSDS DATASET) 
000300        ***************************************************************** 
000400         IDENTIFICATION DIVISION. 
000500         PROGRAM-ID.    CUSTOMER. 
000600         ENVIRONMENT DIVISION. 
000700         CONFIGURATION SECTION. 
000800         INPUT-OUTPUT SECTION. 
000900         FILE-CONTROL. 
001000             SELECT MSTRFILE ASSIGN TO SYSMSTR 
001100                               ORGANIZATION IS INDEXED  RECORD KEY IS PHONE 
001200                               ACCESS IS DYNAMIC  FILE STATUS IS FS-CODE. 
001300        * 
001400         DATA DIVISION. 
001500         FILE SECTION. 
001600         FD  MSTRFILE 
001700             RECORD 80. 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆ データセット名レベルの指定⽅法 
データセット名レベルは、データセット名に対する、先行する部分修飾名です。例えば、

DSN=MY.TEST.SOURCE であれば、MY や MY.TEST は、先行の修飾子による部分修飾名と

なります。完全修飾名である DSN そのものも指定できます。 

DS 名レベルには総称文字を使用することができます。 * は 1 つの修飾子を（先行文字に

続く * は、その先行文字を含む修飾子を示す）、 % は任意の 1 文字を表します。 

MY.TEST.SOURCE 1 つのデータセット「MY.TEST.SOURCE」がリストされます。 

MY.TEST.* MY.TEST.で始まる 3 つの修飾子で構成されるデータセットがリストされ

ます。 

MY.TE*.* 先頭が MY、2 番目が TE で始まる修飾子を持つ、3 つの修飾子で構成

されるデータセットがリストされます。 

カーソルを画面の先頭行に持ってきて、PF2 キー 

反対側画面は全部隠れ、分割画面モードで

あることを示すバーだけが表示される。 

PF9 キーで隠れている画面を前面に出せる。 
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 SELECT member   ※メンバーリスト・パネルのみ 

表示されているリスト内の、メンバー名を選択する。メンバーリスト・パネルが、編集で呼び

出された時は編集、コピーで呼び出された時はコピーと、パネルが呼び出された元のアクショ

ンに応じた操作が行われる。 

メンバーは 1 つだけでなく、複数選択できる。「AB*」と指定すれば、AB で始まるメンバーが

順次選択され処理される。AB1 と AB2 の 2 つのメンバーがある場合、最初にメンバーAB1 で

エディターが呼び出され、そのエディターが終了すれば、続けてメンバーAB2 でエディターが

呼び出される。「*」のみを指定すれば全メンバーに対する操作となる。 

◆ 使⽤した CLIST のステートメント 
ステートメント、 
システム（制御）変数 解説 

PROC 

起動時に受け取るパラメーターを定義する。サンプルでは定位置パ

ラメーターもキーワード・パラメーターもないので、必要な定位置パラ

メーター数に 0 を指定している。なおパラメーターを受け取らなければ

PROC ステートメント自体を省略してもよい。 

SET 変数に値を設定する。 

&SYSOUTTRAP 
TSO コマンドの出力メッセージの格納数を設定するシステム変数。設

定 し た 数 だ け 、 メ ッ セ ー ジ は 端 末 に 表 示 さ れ る 代 わ り に 、

&SYSOUTLINE 変数に格納され、CLIST 内で参照ができる。 

&LASTCC 
直前の TSO コマンド、CLIST ステートメントからの、戻りコードが格納さ

れているシステム変数。 

IF～THEN[～ELSE] 
条件分岐を定義する。IF 条件式 THEN 成立時の実行ステートメント

の形式で記述する。THEN で実行するステートメントが複数ある場合

は、サンプルのように DO～END で囲むように記述する。 

DO～END 

一連の TSOコマンド、ステートメント群を定義する。DO～END 内に記

述された TSO コマンド、ステートメント群は DO シーケンスと呼ばれ

る。シーケンス内に WHILE または UNTIL で反復条件を定義して、ル

ープの制御も可能である。サンプルのように 1 回だけ実行する場合

は、実行したい TSO コマンドとステートメントを DO と END で囲めば

よい。IF ステートメントの THEN や ELSE には複数のステートメントを定

義できないが、DO シーケンスにすることで、複数のコマンドやステー

トメントを実行できる。 

LISTDSI 

データセットに関する情報を得る。DSN、DD 名いずれでも指定でき

る。DD 名で指定する場合は、DD 名の後に「FILE」と記述する。 

設定されたデータセット情報は規定のシステム変数に格納される。 

&SYSDSNAME データセット名 

&SYSVOLUME ボリューム名 

その他にも UNIT 名、RECFM、LRECL、BLKSIZE、スペース量などさま

ざまな情報が求められる。 
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サンプルにおける、「顧客マスターファイル」の CLUSTER 定義は非常にシンプルで、必要な

最低限に絞ってあります。NAME でクラスター名（これは後で JCL の DD 文に DSN パラメー

ターで指定する名前になります）、VOLUMES でデータセットを作成するボリューム名、

RECORDS でデータセットの容量（1 次量 100 レコード分、不足時には 10 レコード分ずつ拡

張する）、RECORDSIZE でレコードの長さ（平均長と最大長、固定長なので両者は同じにな

る）、KEYS でキー部の長さと位置（先頭の 10 バイトがキーとなる）、INDEXED で KSDS を示し

ています。 

RECORDSIZE は省略できます。その場合のレコードの平均長、最大長は省略値である

4089 バイトとなりますが、実際のレコードの長さは書き込んだ長さになります。サンプルのよ

うに扱うレコードの長さが省略値より小さい場合、その長さに合わせた RECORDSIZE を指定

した方が VSAM データセットのスペース量を、より小さくできます。 

VSAM データセットにアクセスするには、そのデータセット名として DASD 上のデータセット

の名前ではなく、クラスター名を指定することを知っておいて下さい。クラスターのカタログ情

報の中に、データとインデックスに関する情報（実データセット名やボリューム名など）があり、

それに基づき DASD 上の VSAM データセットがアクセスされる仕組みになっています。 

◆ STEP3（IDCAMS、REPRO） 
このステップでは、「顧客マスターファイル」として作成された VSAM データセットに、データ

レコードをローディングしています。VSAM データセットは、ISPF で直接編集できません。*1 
そのため一旦順次データセット上でデータレコードを作成して、ユーティリティーでローディン

グします。実習プログラムのように参照しかされない VSAM データセットの場合、データレコ

ードを追加したり更新したりするには、REPRO によるローディングを行いますが、アプリケー

ション・プログラムによって直接書き込みを行う場合は、この限りではありません。 
*1 センターによっては ISPF 構成定義をカスタマイズして、VSAM データセットの内容表示や編集を可能（DITTO ユーテ

ィリティーの利用）にしている場合もあります。詳細はシステム管理者に確認してみて下さい。 

JCL の編集が終わり、データセット名やボリューム名など、内容に誤りがないかを再確認した

ら、SUBMIT コマンドで作成した JCL をバッチジョブとして実行します。 

EDIT TRU1.CNTL(CUSTOMER) - 01.07      カラム 00001 00072 
 コマンド ===> SUB▇         スクロール ===> CSR  
****** **************************** データの始め ****************************** 
000001 //TRU1A    JOB (ACCOUNT),PROGNAME,CLASS=A,MSGCLASS=B,MSGLEVEL=(1,1) 
000002 //* 
000003 //STEP1    EXEC PGM=IEBGENER 
000004 //SYSPRINT DD SYSOUT=* 

 
IKJ56250I JOB TRU1A(JOB00755) SUBMITTED 
*** 
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 ?  

JDS（JOB Data Set）パネルを表示する。JDS パネルとはジョブ内の SYSOUT データセット

の一覧リストパネルのことである。ジョブを 1 つの区分データセットに例えれば、ジョブ内の各

SYSOUTデータセットはメンバーに相当する。JDSパネルからS（SB|SE）アクション文字を使え

ば、ジョブ全体の SYSOUTではなく、個々の SYSOUTデータセットだけを表示することができる。

ステップの数が増えたり、数多くの SYSOUT を持つステップを実行したりする場合などは、

JDS パネルを使えば、目的の SYSOUT だけを直接参照できる。 

NP  JOBNAME   JOBID  OWNER  PRTY QUEUE     C  POS PRTDEST             STAT 
   TRU1    TSU42601 TRU1    15 EXECUTION    1187 LOCAL 
?▇  TRU1A    JOB42663 TRU1     1 PRINT    A 2163 LOCAL 

 
DISPLAY  FILTER  VIEW  PRINT  OPTIONS  HELP 
-------------------------------------------------------------------------------- 
SDSF JOB DATASET DISPLAY – JOB TRU1A   (JOB42663)  LINE 1-6 (6) 
COMMAND INPUT ===> ▇        SCROLL ===> CSR 
NP  DDNAME  STEPNAME PROCSTEP DSID OWNER   C DEST     REC-CNT 
   JESMSGLG JES2          2 TRU1   B LOCAL   16 
   JESJCL  JES2          3 TRU1   B LOCAL   17 
   JESYSMSG JES2          4 TRU1   B LOCAL   96 
   SYSPRINT STEP1         104 TRU1   B LOCAL    4 
   SYSPRINT STEP2         105 TRU1   B LOCAL   16 
   SYSPRINT STEP3         106 TRU1   B LOCAL    9 

DDNAME は SYSOUT を定義した DD 文の名前である。DD 名とステップ名で目的の

SYSOUT を容易に探し出せる。JESMSGLG はジョブログ、JESYSMSG は実行時のシステムメ

ッセージが格納された SYSOUT となる。完了コードを確認するなら、JESYSMSG を S アクショ

ン文字で表示させれば、F CODE コマンドを利用できる。 

なお JESYSMSG をアクション文字 SE（ISPF エディター）で開き、F CODE の代わりに、 

「 X ALL;F IEF142I ALL 」と入力すれば、IEF142I ジョブ名 ステップ名 - STEP WAS 

EXECUTED - COND CODE nnnn の行だけを表示させることもできる。元に戻すときは RESET コ

マンドを入力する。これは JDS パネルからだけでなく、ST パネルから SE アクション文字を使用

しても同じように利用できる。ステップ数が多いときは、FIND コマンドで順番にサーチするより

確認しやすい。 

SDSF EDIT    TRU1A     JOB42663 JESYSMSG     LINE 00000000 COL 001 072 
COMMAND ===> ▇        SCROLL ===> CSR 
****** **************************** データの始め ****************************** 
- - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  8 LINES NOT DISPLAYED 
000007  IEF142I TRU1A STEP1 - STEP WAS EXECUTED - COND CODE 0000                
- - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  - 28 LINES NOT DISPLAYED 
000037  IEF142I TRU1A STEP2 - STEP WAS EXECUTED - COND CODE 0000                
- - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  - 24 LINES NOT DISPLAYED 
000062  IEF142I TRU1A STEP3 - STEP WAS EXECUTED - COND CODE 0000                
- - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  - 38 LINES NOT DISPLAYED 
****** **************************** データの終り ****************************** 
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★この章で覚えるオペレーション 

・ JCL の作成とバッチジョブのサブミット（ISPF エディター）。 
・ 順次データセットの作成（IEBGENER ユーティリティー）。 
・ VSAM データセットの作成とデータのローディング（AMS ユーティリティ

ー）。 
・ SDSF ST によるバッチジョブの実⾏結果の表⽰。 
・ SDSF ST の基本的なアクション⽂字（⾏コマンド）、コマンドの使い⽅。 
・ サンプルで使⽤した JCL パラメーターの意味の理解。 

 

作成したプログラムを実⾏する（TSO コマンド） 

プログラムへの入力となる、VSAMデータセットの準備も出来ました。いよいよ作成したプログラ

ムの実行です。コンパイル同様に、ISPF のコマンド・シェル・パネルでプログラム実行してみましょ

う。 

 プログラムを直接実⾏する 

コマンド・シェル・パネルで、プログラムを実行するには、TSO の CALL コマンドを使用します。 

ISPFコマンド・シェル 
 TSOまたはワークステーション・コマンドを入力して下さい 
===> CALL 'TRU1.LOAD(CUSTOMER)'▇       
 

CALL  ‘データセット名（メンバー名）’  ［‘パラメーター文字列’］  ［ASIS］ 

CALL コマンドでは、実行するプログラムのロードモジュールが格納されているデータセットと

メンバーの名前を指定します。必要であればプログラムにパラメーターを渡すことができます。

実習で作成したプログラムはパラメーターを使っていないので、ここでは指定しません。 

パラメーターは JCL の EXEC 文における PARM パラメーターと同じです。CALL コマンドではキ

ーワードなしで値のみを指定します。ASIS はパラメーターに英小文字（または半角カタカナ）を

使用する場合に指定します。ASIS を指定しない場合、CAPS が省略値で採られ、英小文字は大

文字に変換されます。 

CALL コマンドで指定するデータセット名は、クォーテーション記号で囲む完全修飾名でない場合、先頭に

userid、最後に LOAD の 2 つの修飾子が付加されます。LOAD（member）は、「userid.LOAD（member）」

となります。DSN を省略しメンバー名のみ（member）でも、「userid.LOAD（member）」となります。 
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今度は、エラーメッセージは表示されません。プロンプト（カーソル位置）に先ほど作成した

LOADING JCL の STEP1 の SYSUT1 DD 文で定義した入力データのキー部（1～10 桁）の値

をどれか選び入力します。（キー部の 10 桁をプログラムでは顧客電話番号と扱っています） 

 INPUT CUSTOMER PHONE NUMBER. 
0054326789 
 NAME=JAMES BOND          INFO=234 BATH ROAD, HAYES, MIDDLESEX UB3 5AP, UK 
▇ 

今度は存在しないキー値を入力します。 

 NAME=JAMES BOND          INFO=234 BATH ROAD, HAYES, MIDDLESEX UB3 5AP, UK 
1234567890 
 RECORD NOT FOUND. 
▇ 

入力されたキー値に対応したレコードがデータセットに存在しないときは、「RECORD NOT 

FOUND」と表示されます。ブランクまたは空 ENTER でプログラムは終了します。 

再び CALL コマンドを入力すれば、プログラムは実行できます。使用したデータセットは JCL

による実行と異なり、プログラムが終了しても自動的には解放されないからです。割り振られて

いるデータセットの割り振りを解除して、データセットを解放するには FREE コマンドを使用しま

す。 

 TSOまたはワークステーション・コマンドを入力して下さい 
===> FREE DD(SYSMSTR)▇        
 

FREE コマンドは DD 名を指定すれば、その DD 名で割り振られているデータセットをすべて解

放します。FREE コマンドも正常に終了すれば何もメッセージは出力されません。 

IKJ56247I FILE SYSMSTR NOT FREED, IS NOT ALLOCATED 
*** 

もう一度同じ FREE コマンドを入れると、エラーになります。先ほどの FREE コマンドで既に解放

済みなので、指定された DD 名（SYSMSTR）の割り振りはもうないからです。正しく FREE された

かは、LISTALC コマンドでもいいですが、同じ FREE コマンドを再入力して、それがエラーになる

ことでも確認できます。FREE コマンドを忘れても、TSO からログオフすれば、その時に割り振ら

れているデータセットはすべて解放されます。ISPF を終了しただけでは解放されません。 

 CLIST を使ってプログラムを実⾏する 

このサンプル・プログラムでは、ALLOC、CALL、FREE を 1 回ずつ、計 3 コマンドの入力で実

行できます。この程度であれば、コマンドの手入力でもさほどの手間ではありませんが、毎回は

やはり面倒ですし、ALLOC を忘れるとプログラムは正しく動きません。そこで、今度はこのサン

プル・プログラムを実行するための CLIST を作成して、その CLIST を使って実行してみましょう。 

再び DSLIST またはエディターを使って、CLIST メンバーを作成します。CNTL データセットに好
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◆ プロシージャーの展開とプロシージャー内ステートメントの修正 
//         JOB 
//* 
//MTCOPY   PROC NAME=,LBL= 
//IEBGENER EXEC PGM=IEBGENER 
//SYSPRINT DD SYSOUT=* 
//SYSUT1   DD DISP=SHR,DSN=&NAME 
//SYSUT2   DD DISP=(,CATLG),DSN=&NAME..BKUP, 
//            UNIT=TAPE,VOL=(,RETAIN,,10),LABEL=&LBL 
//SYSIN    DD DUMMY 
//         PEND 
//* 
//STEP1    EXEC MTCOPY,LBL=1,NAME='MY.DATASET1' 
//STEP2    EXEC PROC=MTCOPY,LBL=2,NAME='MY.DATASET2' 
// 

NAME と LBL が、プロシージャー内のシンボルを置き換えるためのパラメーターです。どの

ようなパラメーターを使うかは、プロシージャー側で定義します。 

この例では STEP1 に関しては、次のように JCL が展開されます。 

//STEP1    EXEC MTCOPY,LBL=1,NAME='MY.DATASET1' 

 
//IEBGENER EXEC PGM=IEBGENER 
//SYSPRINT DD SYSOUT=* 
//SYSUT1   DD DISP=SHR,DSN=MY.DATASET1 
//SYSUT2   DD DISP=(,CATLG),DSN=MY.DATASET1.BKUP, 
//            UNIT=TAPE,VOL=(,RETAIN,,10),LABEL=1 
//SYSIN    DD DUMMY 

元の EXEC 文の STEP1 がステップ名、展開された MTCOPY プロシージャ内の EXEC 文の

IEBGENER がプロシージャ・ステップ名となります。 

記号パラメーターと置き換えテキスト 

置き換えテキストは、呼び出されたプロシージャーの展開時に、呼び出す側で指定した値

で変更することができる記号パラメーターであり、シンボルとも呼ばれます。プロシージャー内

では&記号を付けて示され、PROC 文にそのデフォルト値を指定します。例えば DSN パラメ

ーターにデータセット名の代わりに&NAME を指定します。 

//MTCOPY   PROC NAME='TMP1.DATASET' 
//SYSUT1   DD DISP=SHR,DSN=&NAME 

この例では、SYSUT1のデータセット名はNAMEパラメーターで与えられることを示していま

す。もし、プロシージャー呼び出し時に NAME パラメーターが指定されていなければ、省略値

として TMP1.DATASET を与えます。 

EXEC ステートメントの修正 


